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施工手順 1

 レベルプレート設置 敷きモルタル

ボックスカルバート設置予定位置の3点以上に規定の高さにレベルプレート (合成樹
脂製）を設置し空練モルタル（１：３）を設計高より10％～20％程度高く敷き均す。

注意 製品の接合部は緊張時にモルタルがかみ込まないよう5ｃｍ程度空けておく



施工手順 2
 ボックスカルバート布設

布設位置は緊張作業によるボックスカルバートの移動長さを見込み設置する。

２番目以降の製品は移動による製品のずれを少なくする為出来るだけ密着させて
布設する。



施工手順 3
 ボックス固定作業

緊張作業時に発生する製品接合部のズレを最小限にする為に接合部にサポートジャッキ
を取付、緊張後に取り外す。



施工手順 4
 PC鋼より線挿入 緊張工

PC鋼より線(アンボンド加工）又はPC鋼棒を挿入し片方にアンカープレート、定着金具を取
付、もう片方にジャッキ、ジャッキ用定着金具を取付、緊張する。

緊張時に発生する左右のズレは、左右のジャッキの緊張力を調整しながら、所定の方線
上に製品が設置するように施工する。



施工手順 5
定着工

PC鋼より線の場合
所定の緊張力で緊張した状態で定着金具(定着グリップを取付、その後緊張を開放し

余分なPC鋼より線を切断する。
PC鋼棒の場合
所定の緊張力で緊張した状態でｱﾝｶｰﾌﾟﾚｰﾄ、ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄを締め付けその後緊張を開放

しﾃﾝｼｮﾝﾊﾞｰを取り外す。



施工手順 6
 定着部埋戻

定着部や目地は定着金具取付後に無収縮性モルタルにて埋め戻しを行う。
又基礎コンクリートとの隙間や製品同士の隙間にモルタルを詰め
む。気密性水密性を高く求めるときは、目地にコーキング材などを用いる。



必要機材

 布設に必要な機材

レベルプレート
（厚さ2mm、3mm、5mm、10mm）



必要機材

 緊張工に必要な機材

油圧ジャッキ、油圧ポンプ類一式 グリップ、アンカープレート



図面、計算書

 施工に必要な図面の作成

施工に必要な計算書の作成



施工

 布設から緊張迄の施工

 ボックスカルバートの布設作業中は緊張作業の作業
員は待機時間となり、又緊張作業中は布設作業の作
業員は待機することになります。

 当社では、布設作業からの施工を行っていて、緊張
費にわずかな金額で、暗渠布設工事を完了すること
が出来ます。もちろん、緊張工のみの施工も行ってい
ますので、ぜひ見積もりだけでも、ご依頼ください。


